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令 和４年 度  秋 季 地 区 懇 談 会を開 催

　
令
和
４
年
度 

秋
季
地
区
懇
談
会
を
10
月
24
・
25

日
の
２
日
間
、
幌
呂
・
音
別
の
２
会
場
で
開
催
し
、

最
近
の
酪
農
・
畜
産
情
勢
、
令
和
４
年
度
更
正
計
画

等
に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
原
油
・
原
材

料
価
格
等
の
高
騰
に
加
え
て
、
円
安
の
影
響
に
よ
る

物
価
上
昇
、
更
に
は
生
乳
生
産
抑
制
等
の
影
響
も
あ

り
、
非
常
に
厳
し
い
農
家
経
営
に
対
す
る
切
実
な
意

見
や
要
望
等
を
、組
合
員
の
皆
様
よ
り
頂
き
ま
し
た
。

　
頂
い
た
意
見
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
事
業

運
営
に
活
か
し
て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
出
席
さ
れ
た
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
時
節
柄
ご
多
用
の
中
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
感
染
拡
大
が
心
配
さ
れ
る
時
期
に
も
関
わ
ら
ず
ご

出
席
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
◆�

生
産
資
材
・
燃
油
等
の
高
騰
や
生
乳
生
産
抑

制
等
に
よ
り
悪
化
し
て
い
る
農
家
経
済
へ
の

対
策
に
つ
い
て

　
◆�

他
地
区
の
生
乳
生
産
契
約
数
量
の
超
過
に
対

す
る
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　
◆�

個
体
販
売
の
価
格
低
下
に
伴
う
対
策
に
つ
い
て

　
◆�

新
規
就
農
者
の
取
組
み
及
び
、
研
修
牧
場
の

建
設
に
つ
い
て

　
◆�

農
協
独
自
の
付
加
価
値
を
付
け
た
牛
乳
の
開

発
に
つ
い
て

皆様の意見等に回答させて頂きました

幌呂会場 音別会場

主
な
意
見
・
要
望
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指定団体の機能強化に向けた学習会 開催

人事管理制度研修会・管理職研修会を開催

　

11
月
10
日
、
釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
に
て
、
釧
路
地
区

農
協
酪
農
畜
産
対
策
協
議
会
主
催
の

「
指
定
団
体
の
機
能
強
化
に
向
け
た
学

習
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
学
習
会
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も

公
開
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
も
鶴
居
・
白
糠
・

音
別
の
３
会
場
で
担
当
職
員
と
参
加
を

希
望
さ
れ
た
生
産
者
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
指
定
団
体
は
、
酪
農
家
か
ら
生
乳
の

販
売
委
託
を
受
け
、
乳
業
メ
ー
カ
ー
と

の
価
格
交
渉
に
加
え
て
、
輸
送
コ
ス
ト

が
か
さ
む
生
乳
を
ま
と
め
て
輸
送
す
る

事
で
コ
ス
ト
を
削
減
、
生
乳
の
販
売
先

を
調
整
し
生
産
さ
れ
た
生
乳
を
廃
棄
す

る
こ
と
な
く
販
売
、
生
乳
の
需
給
変
動

リ
ス
ク
を
よ
り
多
く
の
酪
農
家
に
分
担

し
て
負
担
す
る
等
、
酪
農
経
営
の
安
定

や
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
者
へ
の
安
定

供
給
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
学
習
会
で
、

　
①�「
指
定
の
機
能
や
役
割
と
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
」

　
②�「
諸
外
国
の
生
乳
流
通
か
ら
見
た

日
本
の
指
定
団
体
に
つ
い
て
」

　
③�「
乳
業
メ
ー
カ
ー
か
ら
み
た
指
定

団
体
の
役
割
に
つ
い
て
」

　
の
３
つ
の
講
演
を
受
講
し
、
指
定
団

体
の
役
割
や
今
後
の
課
題
を
共
有
し
ま

し
た
。

音別事務所 白糠事務所 鶴居事務所

　
11
月
18
日
、
鶴
居
事
務
所
で
人
事

管
理
制
度
研
修
会
及
び
管
理
職
研
修

会
を
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
根
釧
支
所

よ
り
高
橋 

弦
主
査
と
佐
久
間 

一
歩

氏
を
講
師
に
招
き
開
催
し
ま
し
た
。

　
午
前
は
、
採
用
１
年
目
と
２
年
目

の
職
員
７
名
が
人
事
管
理
制
度
研
修

会
を
受
講
し
、自
身
の
人
事
考
課
や
、

グ
ル
ー
プ
討
議
等
を
通
じ
て
人
事
考

課
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
課
長
職
13
名
が
管

理
職
研
修
会
を
受
講
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
演

習
を
行
っ
た
後
、
グ
ル
ー
プ
討
議
で

話
し
合
っ
た
結
果
を
踏
ま
え
、
考
課

の
基
本
ル
ー
ル
の
再
確
認
と
回
答
が

一
致
し
な
か
っ
た
考
課
要
素
を
中
心

に
目
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　
研
修
を
受
け
た
職
員
は
人
事
考
課

に
対
す
る
理
解
を
よ
り
深
め
ま
し

た
。

人事管理制度研修会

管理職研修会

高橋 主査

佐久間 氏
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好評につき牛乳を追加しました！ 牛乳とバターをどうぞ！

青年部鶴居支部が牛乳とバターを無料配布

　
11
月
16
日
、
Ａ
コ
ー
プ

つ
る
い
店
で
青
年
部
鶴
居

支
部
が
、
北
海
道
根
釧
よ

つ
葉
牛
乳
と
よ
つ
葉
バ

タ
ー
の
セ
ッ
ト
を
無
料
配

布
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
牛
乳
・
乳
製
品

の
消
費
拡
大
の
意
識
を
高

め
よ
う
と
企
画
さ
れ
、
こ

の
日
用
意
し
た
１
０
０

セ
ッ
ト
は
15
分
程
で
無
く

な
っ
て
し
ま
い
、
急
遽
、

牛
乳
を
追
加
す
る
程
の
大

盛
況
で
し
た
。

　
増
田 

一
真
支
部
長
は
、

「
年
末
年
始
は
、
冬
休
み

で
学
校
給
食
も
な
く
な

り
、
牛
乳
の
消
費
が
少
な

く
な
っ
て
き
ま
す
。
今
回

の
無
料
配
布
を
き
っ
か
け

に
、
も
っ
と
家
庭
で
も

使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。」
と
話
し
て
お
り
ま

し
た
。

瀧澤会長が産業功労表彰を受彰

　

11
月
４
日
、
鶴
居
村
総
合
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
鶴
居
村
主

催
の
村
治
功
労
者
表
彰
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
政
治
・
経
済
・
文

化
・
社
会
な
ど
の
各
般
に
わ
た
っ
て

村
勢
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
11
名
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
当
Ｊ
Ａ
の
瀧
澤 

義
一

会
長
が
、
旧
鶴
居
村
農
協
並
び
に
釧

路
丹
頂
農
協
の
組
合
長
及
び
会
長
、

ホ
ク
レ
ン
副
会
長
と
し
て
地
域
農
業

の
振
興
と
生
産
基
盤
の
強
化
に
貢
献

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
農
業
団

体
功
労
者
と
し
て
産
業
功
労
表
彰
を

受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
瀧
澤
会
長
は
、
受
彰
者
代

表
と
し
て
謝
辞
を
述
べ
、
表
彰
式
は

盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

表彰式後の記念撮影

受彰者代表謝辞

表彰状を受け取る瀧澤会長
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講義の様子

懇親会の様子 目指せストライク！

参加者で記念撮影

少し早いクリスマスプレゼントです

神事の様子

参加された皆様

　
11
月
４
日
、
外
国
人
研
修
生
受
入
協
議
会
主
催
に
よ
る

外
国
人
技
能
実
習
生
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
員
の
農
場
で
実
習
中
の
技
能
実
習
生
20
名
が
参
加

し
、
Ｘ
‐
Ｂ
Ｏ
Ｗ
Ｌ
釧
路
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し
み
、
そ

の
後
ウ
エ
ス
タ
ン
入
江
店
で
焼
き
肉
を
囲
ん
で
親
交
を
深

め
ま
し
た
。

　
技
能
実
習
生
の
皆
さ
ん
は
、
久
々
に
会
っ
た
他
の
農
場

の
仲
間
と
交
歓
を
し
、
ま
た
、
協
議
会
か
ら
少
し
早
い
ク

リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
、
楽
し
い
交
流
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
11
月
11
・
12
日
の
両
日
、
馬
事
振
興
会
が
視
察
研
修
を

開
催
し
、
会
員
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
11
日
に
は
、
音
更
町
の
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
十
勝
牧
場 

業
務
第
二
課 

馬
係 

田
中 

翔
子
係
長
を
講
師
に
「
馬
の

飼
養
管
理
に
つ
い
て
」
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　
講
義
終
了
後
、田
中
係
長
に
牧
場
内
を
案
内
し
て
頂
き
、

放
牧
地
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
12
日
の
研
修
は
、
研
修
先
の
都
合
に
よ
り
急
遽
中
止
と

な
り
、帰
路
に
つ
く
事
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、久
々

に
会
っ
た
仲
間
と
懇
親
を
深
め
る
事
も
で
き
、
と
て
も
有

意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
11
月
２
日
、
音
別
町
の
旧
共
進
会
場
に
て
興
産
畜
恩
祭

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
興
産
畜
恩
祭
は
、
人
の
た
め
に
犠
牲
に
な
っ
た
動
物
の

御
霊
を
慰
め
、
人
に
祟
る
事
な
く
安
ら
か
に
過
ご
せ
る
よ

う
に
祈
念
す
る
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
肌
寒
い
中
で
の
開
催
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
例
年
よ
り
も
少
し
だ
け
暖
か

い
中
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
千
葉
組
合
長
を
は
じ
め
、
釧
路
市
、
酪
農
振

興
会
音
別
支
部
の
役
員
な
ど
が
出
席
し
、
出
席
者
の
代
表

者
が
興
産
畜
恩
碑
に
玉
串
を
奉
納
し
、
感
謝
と
鎮
魂
を
祈

り
、
畜
産
事
業
の
安
全
と
発
展
を
祈
願
し
ま
し
た
。

外
国
人
技
能
実
習
生

交
流
会 

開
催

馬
事
振
興
会
が
視
察
研
修

を
開
催

興
産
畜
恩
祭
を
開
催
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女性部各支部で視察研修・講習会を開催

5

音別支部
ハロウィン乳製品
消費拡大運動

音別支部料理講習会

鶴居・幌呂支部もの作り講習会白糠支部もの作り講習会

白糠支部視察研
修 幌呂支部視察研修

・チーズinハンバーグ
・まるごとカボチャのスキムミルク入り
　シチューパイ包み
・生ハムモッツァレラチーズサラダ
・スキムミルクマフィン
・スキムミルクヨーグルトプリン ・スキムミルクマフィン

・スキムミルクヨーグルトプリン



釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

6

　

牛
を
健
康
に
、
高
い
生
産
性
の
た

め
に
、
乾
物
摂
取
量
を
高
め
る
管
理

を
し
ま
し
ょ
う
。

１　

快
適
な
牛
床
環
境

  

牛
に
ス
ト
レ
ス
が
か
か
ら
な
い
環

境
を
提
供
し
ま
し
ょ
う
。

  

特
に
ベ
ッ
ト
（
牛
床
）
は
重
要
に

な
り
ま
す
。
ベ
ッ
ト
に
お
い
て
重
要

な
こ
と
は
、
快
適
性
（
ク
ッ
シ
ョ
ン

性
）、
ス
ト
ー
ル
の
デ
ザ
イ
ン
（
寸

法
）、
敷
料
の
質
と
量
で
す
。
牛
の

横
臥
時
間
を
長
く
確
保
し
て
い
く
上

で
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

牛
は
寝
起
き
や
横
臥
時
後
肢
の
片

方
が
体
の
下
に
な
る
こ
と
か
ら
柔
ら

か
い
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
の
高
い
ベ
ッ
ト

を
好
み
ま
す
。
牛
床
マ
ッ
ト
を
敷
い

て
い
る
か
ら
大
丈
夫
と
考
え
て
い
る

人
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
素
材
が

ゴ
ム
製
の
も
の
が
多
く
、
10
年
以
上

経
過
し
た
も
の
で
は
劣
化
が
進
み
硬

化
し
て
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
は
ほ
ぼ
失

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

牛
床
に
お
い
て
、
狭
か
っ
た
り
障

害
物
が
多
い
場
合
は
、
牛
床
で
の
起

立
時
間
が
長
く
、
横
臥
時
間
が
短
く

な
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

敷
料
と
し
て
、
麦
稈
、
乾
草
、
お

が
屑
等
が
多
く

の
農
場
で
利
用

さ
れ
て
い
ま
す

が
、
使
用
量
の

多
少
で
、
横
臥

時
間
に
大
き
な

差
が
出
て
き
ま

す
（
表
１
）。

敷
料
も
乾
燥
し

衛
生
的
な
も
の

を
一
定
量
使
用

す
る
こ
と
で
横

臥
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
に
繋
が
り

ま
す
。

　

休
息
時
間
と
乳
量
の
関
係
で
は
、

休
息
時
間
が
増
加
す
る
と
乾
物
摂
取

量
が
増
加
し
、
乳
量
も
増
加
す
る
こ

と
が
試
験
結
果
と
し
て
出
て
い
ま
す

（
図
１
）。
休
息
時
間
が
１
時
間
増
え

る
と
乳
量
が
約
0.8
ｐ
増
加
し
ま
す
。

２　

嗜
好
性
の
良
い
粗
飼
料

　

牛
の
飼
料
の
半
分
以
上
は
粗
飼
料

の
た
め
、
嗜
好
性
の
高
い
粗
飼
料
生

産
が
重
要
で
、
釧
路
管
内
に
お
い
て

は
牧
草
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

牧
草
は
熟
期
が
早
い
時
期
に
収
穫

さ
れ
た
も
の
ほ
ど
嗜
好
性
が
高
く
、

熟
期
が
進
む
に
つ
れ
て
牛
の
嗜
好
性

は
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
出
穂
期
を

迎
え
る
ま
で
の
生
育
期
間
が
短
い
牧

草
ほ
ど
熟
期
の
進
行
に
比
例
し
て
嗜

好
性
の
低
下
が
見
ら
れ
ま
す
。
牧
草

に
比
べ
雑
草
（
リ
ー
ド
カ
ナ
リ
ー
グ

ラ
ス
等
）
は
生
育
期
間
が
短
く
出
穂

を
迎
え
ま
す
。
釧
路
管
内
の
草
地
は

牧
草
比
率
が
50
％
以
下
と
な
っ
て
い

ま
す
。
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
草

地
更
新
や
追
播
、
更
新
草
地
の
植
生

維
持
に
よ
る
粗
飼
料
の
嗜
好
性
改
善

も
必
要
で
す
。

３　

新
鮮
な
水
が
い
つ
で
も
飲
め
る

　

乳
生
産
の
高
い
牛
は
、
飼
料
摂
取

量
も
多
く
、
何
よ
り
も
大
量
の
水
を

摂
取
し
ま
す
。
新
鮮
な
水
が
飲
め
な

い
環
境
で
は
乾
物
摂
取
量
の
増
加
は

あ
り
得
ま
せ
ん
。
水
槽
や
ウ
ォ
ー

タ
ー
カ
ッ
プ
は
常
に
衛
生
的
な
状
態

で
、
新
鮮
な
水
が
い
つ
で
も
飲
水
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

４　

飼
槽
に
飼
料
が
い
つ
で
も
あ
る

　

牛
が
採
食
行
動
を
起
こ
し
た
と
き

に
飼
槽
に
採
食
で
き
る
飼
料
が
あ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
単
に
給
餌
回
数

を
増
や
す
こ
と
は
乾
物
摂
取
量
を
高

め
る
こ
と
に
は
繋
が
ら
な
い
と
の
試

験
結
果
（
表
２
）
も
あ
り
ま
す
。

５  

最
後
に

　

酪
農
家
に
と
っ
て
牛
が
健
康
で
生

産
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
利
益
に

繋
が
り
ま
す
。
乳
生
産
を
実
践
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

普
及
セ
ン
タ
ー
Ｈ

　
　
　

Ｐ
は
こ
ち
ら
へ
→

乾
物
摂
取
量
を
最
大
に

0kg 1kg 7.5kg
横臥時間（時間） 12.3 12.5 13.8 あり
ストールでの起⽴
時間（時間）

1.77 1.42 1.17 あり

おが屑の量（kg/マットレス）
有意差
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平成7年1月
平成13年3月
平成15年9月
平成16年10月
平成17年3月
平成19年3月
平成23年3月
平成28年4月
平成30年9月
令和3年2月

※地震の規模、最大震度は気象庁震度データベースより
※地震の規模はマグニチュード
※共済金のお支払実績は令和4年2月末時点
※JA共済連北海道調べ

阪神・淡路大震災
芸予地震
十勝沖地震
新潟県中越地震
福岡県西方沖地震
能登半島地震
東日本大震災
熊本地震
北海道胆振東部地震
福島県沖地震

M7.3
M6.7
M8
M6.8
M7.3
M6.9
M9.3
M7.3
M6.7
M7.3

7
6弱
6弱
7
6弱
6強
7
7
7
6強

1,188
153
40

773
143
137

9,381
1,487
84

1,095

億
億
億
億
億
億
億
億
億
億

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円

令和3年3月27日 北海道新聞 朝刊 ▶

過去の
大きな地震の発生場所
（JA共済連北海道調べ）

いつ起きてもおかしくありません

JAの地震
北海道の

には

7



地震などの
自然災害に強い！ 満期共済金がある！ 地震保険料控除の

対象です。
火災や落雷、盗難などの事故はもち
ろん、台風や地震など自然災害によ
る損害もしっかり保障します。

掛捨てではありません。
保障期間満了時に、
満期共済金をお支払します。

住宅や家財を対象とする場合、控除の
適用が受けられますので、所得税等と
住民税の軽減を図ることができます。

地震、火災、台風、大雪まで。
家の安心を、これひとつで。

地震以外の自然災害にも確かな保障

いえの保障

動画は
コチラなのワ

［22019990061］

ご契約例 ◯共済の対象：建物（協定共済価額1,500万円）  ◯保障期間…30年（継続回数２回）  ◯臨時費用共済金の支払割合30% 
◯実損てん補特約付　◯火災共済金額…1,500万円  ◯満期共済金額…50万円

火災・台風のとき

地震のとき 750万円

ケガ・死亡されたとき 傷害共済金

割りもどし金

損害割合

●割りもどし金は、ご契約後7年目から5年ごとおよび満期時に受け取れますが、
　その都度変動し、経済情勢などによっては0となる場合もあります。
※各種共済金のお支払いについては所定の条件があります。

住宅物件・口座振替扱い  単位：円（令和4年4月1日現在）

臨時費用
共済金

満期のとき 50万円 +

×

建物更生共済むてきプラスには、
家財を保障の対象とするプラン「My家財プラス」もあります。

このご契約例の共済掛金

81,725木造・
防火造 6,981

年払い 月払い

53,459省令準耐火等
（耐火造B・C） 4,566

※支払われる共済金は、損害の額の50%が限度です。

43,907
鉄筋

コンクリート等
（耐火造A）

3,756

損害の額 + 特別費用
共済金

残存物
とりかたづけ
費用共済金

※共済期間10年の契約に継続特約を付すことにより、通算の共済期間を20年または30年に
することができます。上記共済掛金例は契約後当初10年間の共済掛金となります。継続後の
ご契約に適用される約款・共済掛金率は、継続の時における約款・共済掛金率となります。

■臨時費用共済金：火災等や風災・ひょう災・雪災・水災により損害を受けたときに生じる臨時の費用に対して、火災・風水災等共済金の額の30%（または10%）をお支払いします。1回の事故につき、1建物について250
万円が限度です。■地震の保障：地震等により損害割合が5％以上となる損害を受けた場合には、その損害に対して地震共済金をお支払いします。（損害の額の50％が限度）■地震保険料控除：令和4年1月末現在の法
令等および国税当局への照会結果にもとづくもので、将来の取扱いを保証するものではありません。個別の取扱いについては所轄の税務署にご確認ください。■残存物とりかたづけ費用共済金：火災等や風災・ひょう
災・雪災・水災により損害を受けた共済の対象の残存物のとりこわし費用、とりかたづけ清掃費用、搬出費用をお支払いします。1回の事故につき火災・風水災等共済金の額の10％が限度です。■特別費用共済金：火災
等や風災・ひょう災・雪災・水災により損害割合が80％以上となる損害を受けたときに生じる特別な費用に対して、火災共済金額の10%をお支払いします。1回の事故につき、1建物について200万円が限度です。■傷
害共済金：ご契約の建物に発生した火災等や自然災害によって、ご家族や居住者が200日以内に所定の治療、または施術を受けたときに火災共済金額の5％をお支払いします。10日以上の入院、または30日以上の入
院または通院して治療もしくは施術を受けられた場合にお支払いします（1人につき30万円を限度とします）。■満期共済金は継続回数を継続したあとのご契約の共済期間が満了した際にお支払いします。

この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては、「重要事項説明書（契約概要）」を必ずご覧ください。
また、ご契約の際には、「重要事項説明書（注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

平成30年

主な被災地区： 石狩、後志、胆振、日高、空知

胆振東部地震
5,189件／
84億9,255万円

3,240件／
49億546万円

740件／
7億3,175万円

令和2年度
雪害

令和2年度
冬季低気圧最

近
の
主
な

お
支
払
い
例

雪害を除く

※JA共済連北海道調べ（令和4年3月18日現在）

本 店 共 済 課　0154-64-5477
幌呂支店金融共済課　0154-65-2311
白糠支店金融共済課　01547-2-2183
音別支店金融共済課　01547-6-0333
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景品

鶴居チーズ 6個セット

のむヨーグルトセット

鶴居アイス8個セット

今回の答えは2月号に掲載するよっ！！

クロスワードパズル ・まち　　がいさがしにチャレンジ‼

ヨコのカギ
１　�日本のクリスマスパーティーでよく食べられる鶏肉
料理

２　フランスやイタリアなどの通貨単位
３　旅先で泊まります
４　バットが出せず――の三振!
５　カーナビは「カー――システム」の略
８　年末、年の瀬ともいいます
10　物が汚れたり傷んだりすること
11　これから起こることを予測します
13　葦（アシ）の別名
14　イエス・キリストの母です
16　陸・海・――

タテのカギ
１　年末年始の学校に行かない期間
６　牛の脂はヘット、豚の脂は
７　げっぷのこと。――にも出さない
９　赤・青・黄・緑など
10　ポニーテールをすると襟足にちょろり
11　美川憲一のヒット曲『――座の女』
12　豚の形をした――箱
14　今年の来客数は昨年の３割――だ
15　珍しい書物のこと
16　いろいろと考えあぐねて悩むこと
17　良い考え。――が浮かんだ

年に１度の感謝企画!!　　～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～

12月号の正解者には、豪華景品を用意しておりますのでどしどし応募ください‼
今月はまちがいさがしとクロスワードにチャレンジ‼
どちらか１つの回答で応募できますが、２つ答えるとチャンスが２倍になります‼

どれが当たるかはお楽しみに‼

9

キ
リ
ト
リ

12月の答え

住所

氏名

ペンネーム
※氏名とペンネームは必ず記入願います。

電話番号
ご意見や季節のつぶやきなどの一言をお寄せください。

※応募者の個人情報は厳正に管理し本応募以外の目的には使用しません。
※どちらか一つの回答でも応募できます

まちがいさがし

まちがい
さがし

A B C D E

クロスワードパズル

クロス
ワード
パズル



・�正解者３名の方にすてきなプレゼントを
さしあげます。
　�なお、正解者多数の場合は抽選とさせて
いただきます。

《応募方法》
　�９ページの右下部分を鶴居事務所 管理課
までFAX（0154-64-2315）をいただくか、
切り取っていただき各事務所へ提出してく
ださい。

《締め切り》
　2023年１月６日まで
　当選者の発表は２月号にて発表します。
　�プレゼントのお渡しは郵送にて発送いた
します。

・サラちゃん さん　・ちゃーちゃん さん　・S・M さん

おめでとうございます!! 11月号の当選者

右のイラストには左のイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

・つぶやきコーナー

・�ミルクレシピのおかげで我が家は笑顔！！
	 （サラちゃん）

・�阿寒の山も雪で白くなりましたね。
　鶴居も11/16日、雪がふってきたよ。
　初雪なのかね。寒くなりますね。
	 （S・M）

クロスワードパズル ・まち　　がいさがしにチャレンジ‼
年に１度の感謝企画!!　　～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～

2 3 5 6 1211月号の答え

2　落ち葉の数が少ない　　3　帽子をかぶっている　　5　髪形が違う（結んでいる） 
6　尻尾の位置が違う　　12　ペットボトルが少ない
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※Jミルクホームページより転載

タンパク質豊富な牛乳で具材要らず

ミルク茶わん蒸し

　

【作り方】
①�卵を溶きほぐし、牛乳を少量ずつ混ぜながら加え、

麺つゆも混ぜる。

②�茶わんなどの器を２つ用意し、ミツバ、花ふ、ユ

ズの皮を入れ、①を等分に注ぎ１個ずつラップをす

る。

③�深めのフライパンに約３cmの高さまで水を入れ、

沸騰したら②を入れてふたをし、強火で２〜３分蒸

す。卵液の色が白っぽくなり表面が固まったら火を

弱め、とろ火で７〜８分蒸す。

今月のミルク
レシピ

材　料（２人分）
卵……………………………………………1個
牛乳…………………………………… 200ml
麺つゆ（3倍濃縮）… ………………大さじ1
花ふ…………………………………………4枚
ミツバ（5cm長）…………………………6本
ユズの皮………………………………1/6個分
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ID→jakushirotancho

ＪＡくしろ丹頂ホームページ

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□ 本年も残すところわずかとなり、月日の経つのは早いものだなとしみじみ感
じています。
　 依然として猛威を振るっているコロナウイルスや、ロシア軍によるウクライ
ナへの侵攻等、世界的に暗い話題が多数ありました。
　 来年こそは、コロナウイルスの終し、明るいニュースが数多く届くことを祈っ
ております。
　 一年間広報誌たんちょうの作成にご協力いただき誠にありがとうございまし
た。また来年もよろしくお願い致します。（山本）

理　事　会　報　告
11月定例理事会　令和４年11月29日（火曜日）
Ⅰ．報告事項　�

１．専決事項及び諸会議について

２．各委員会・諸会議等について

３．10月末財務状況について

４．事業の実施処理状況について

５．�大家畜特別支援資金による借換対象資金に係

る延納利息の減免について

６．委託内部監査の報告について

７．�農業生産資材高騰への対策に関する支援要請

の状況について

�Ⅱ．付議事項　�

議案第１号　融資の承認について

議案第２号　�令和４年度畜産・酪農収益力強化整

備等特別対策事業（機械導入事業）

に係る配分予定の承認について

議案第３号　諸規程の一部変更について

Ⅲ．その他協議事項　�

１．ＪＡ所有地の処分について

２．当面の業務日程について

■令和４年度 　生乳生産実績（10月）
月計乳量（kg） 11月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 8,851,326.2 96.6 64,428,889.4 100.3
鶴 居 地 区 3,370,463.2 98.3 24,175,095.2 100.1
幌 呂 地 区 2,484,442.8 95.2 18,096,039.0 98.8
白 糠 地 区 1,712,422.6 99.1 12,474,740.0 107.2
音 別 地 区 1,283,997.6 91.9 9,683,015.2 95.7

管 内 計 43,285,408.6 95.3 317,095,519.4 98.6
（前年度管内計） 45,435,139.2 321,681,686.2
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部門
年月日

各 地 区 の 事 務 所
販　　売 家畜改良 生　　乳 哺育育成

センター
幌　　呂
育成牧場管理・共済 金　　融 営　　農

令和
４年12月24日㈯ 通 常 業 務

12月25日㈰
12月26日㈪
12月27日㈫
12月28日㈬
12月29日㈭ 業務納め 業務納め 一般市場初生のみ

業務納め
12月30日㈮ 業務納め

12月31日㈯ 業務納め＊

令和
５年1月1日㈰
1月2日㈪ 業務始め＊

1月3日㈫
1月4日㈬ 業務始め 業務始め・初生集荷

1月5日㈭
1月６日㈮ 業務始め 業務始め

部門
年月日

購買・鶴居 購買・幌呂 購買・白糠 購買・音別
生活店舗 給油所 資　材 生活店舗 給油所 資　材 給油所 資　材 生活店舗 給油所 資　材

令和
４年12月24日㈯ ※午前のみ （抽選開始）

12月25日㈰
12月26日㈪（抽選開始） （抽選開始） （抽選会）

12月27日㈫
12月28日㈬ 年末大売出し 年末大売出し 年末大売出し

12月29日㈭ 業務納め 業務納め 業務納め 業務納め 業務納め

12月30日㈮ 午後５時まで 業務納め 午後５時まで

12月31日㈯ 業務納め＊ 業務納め＊ 業務納め＊ 業務納め＊ 業務納め＊

令和
５年1月1日㈰
1月2日㈪
1月3日㈫ 業務始め＊ 業務始め＊ 業務始め＊ 業務始め＊

1月4日㈬ 業務始め
午後５時まで

業務始め
午後５時まで

1月5日㈭ 午後５時まで 午後５時まで 午後５時まで 午後５時まで 午後５時まで

1月６日㈮ 業務始め 業務始め 業務始め 業務始め 業務始め

＊午前中のみ営業
　となります。

営 業 日 休 業 日

ＪＡくしろ丹頂　年末年始日程表

・万一、交通事故が発生した時は、

◆人工授精業務、年末年始の対応について
・�12月31日及び1月2日の人工授精業務につきましては、午前9時30分ま
での受付分（厳守）対応となりますので、よろしくお願い致します。

ＪＡ共済事故受付センター

※フリーダイヤルは、携帯電話・ＰＨＳからもご利用いただけます。
電話料金は無料です。　公衆電話につきましては、電話をおかけになる時の10円は必要ですが、かけ終わると戻ります。

ジコは レッカーロードサービスはクミアイ クミアイ

ＪＡ共済サポートセンター

事故等の場合には レッカー移動や故障時の
応急対応が必要な場合には

０１２０-２５８-９３１ ０１２０-063-９３１


